
【教師のしかけのポイント】

□町の特色や歴史的な背景等が分かるような過去の発

表資料などを教室や廊下へ掲示する。

□先輩から「もっと調べたかったこと」などについて、話

を聞く場を設ける。

□自治会や祭囃子保存会の方などから「郷土の活性化」

への思いや考え、具体的な取組等を聞く場を設ける。

□生徒の様々な関心や疑問に的確に対応するため、各

教師の役割を決めておく。

でも、「郷土の活性化」について、関心や
疑問をもっていないので、課題設定のきっ
かけがつかめないんじゃないでしょうか。
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学校教育係

総合的な学習の時間の「単元計画」を見直してみましょう＝課題設定の場面の工夫＝
学校訪問や研修会等から、総合的な学習の時間を「探究的な学習」とするために、多くの学校が課題を設定する場

面において悩みを抱えていることが分かりました。そこで、改善例を紹介します。

【単元名＝「郷土社会を見直そう」】

昨年度の担当から、「課題設定のきっかけがうまくつかめないため、戸惑う生徒が多かった」という引
継ぎがありました。そこで、皆さんの考えをお聞きかせください。

学習指導要領の解説には、「自ら課題を
見付ける」ことが重要であるとありますが、その
ためには、まず、生徒が何に関心や疑問をも
っているのかを教師が知っておくことが大切
ですよね。

そうだとすれば、教師が意図的に「郷
土の活性化」に目を向けさせ、生徒が関
心や疑問をもてるようにする必要がありま
すね。

教師がどんな働きかけをすればよいのかを考える
ためには、まず、生徒に何を学んでほしいのかを明
確にしなければなりませんね。

やはり、「町の特色や歴史的背景、町の
抱えている懸案事項、活性化のために実施
されている取組」などに関心や疑問をもち、
「地域の活性化」を自分の問題としてとらえ
ることにより、追究したい課題を設定できる
ようにしたいですね。

それでは、私たち教師は、生徒
が主体的に課題を設定するため
に、どのような働きかけをすれば
よいのかまとめてみましょう。

このように教師が意図的に働きかけていけば、生徒は課題設定のきっかけがつかめそうですね！ま
た、このような「教師のしかけ」を積み重ねることにより、総合的な学習の時間が「探究的な学習」と
なり、生徒にとっても教師にとっても楽しい時間になるようにしていきたいですね。

それでは、課題設定の場面で、生徒に学ばせたいことについて意見をお願いします。

そのためには、伝統文化を継承してい
る人々とか、町の活性化に積極的に取り組
んでいる自治会や商工会などの協力が得
られると、生徒にとって大きな刺激となりま
すね。

Ａ中学校の第２学年では、課題設定の場面における育てたい資質・能力・態度を、「複雑な問題状況
の中から適切に課題を設定する」とし、「郷土の活性化」をキーワードに体験活動等を通して、生徒が
主体的に課題設定することを目指しています。


